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要　　旨

戦前より火入れによる管理が行われてきた兵庫県神河町砥峰高原における戦中・戦後の草原の利用と管理

や，集落周辺での農林業の営みについて，火入れ管理を実施している川上集落の古老に聞き取り調査を行

った．結果，（１）草原の管理については，火入れは戦中に一時途絶えたが終戦後に再開され，火入れ面積

は現在の 2倍はあったこと，ススキの利用が停止した後も山火事防止や観光目的で火入れが継続されてき

たことなど，（２）草原の利用については，ススキだけでなく盆花や山菜，薬草などが採集されていたこと，

ウサギやヤマドリ , キジ，マムシなどの小動物の狩猟が行われていたこと，採集されたものは販売せず自家

消費していたことなど，（３）集落の農林業の営みについては，集落周辺の草地で農耕用の役牛が放牧され

ていたこと，昭和 35～ 36 年頃まで炭焼きが行われていたこと，終戦前後の時期に焼き畑が行われていた

ことなど，が明らかとなった．
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はじめに

わが国における草原は明治以降減少の一途をたどって

おり，1880 年～ 1900 年頃には 900 万 ha あった草原

面積は 2000 年代になると 42.7ha にまで減少している

（小椋　2012）．減少の原因は様々だが，開発行為や植

林によるほか，草原利用の停止にともなって火入れや刈

り取りといった草原を維持するための管理がなされなく

なったことが主要因としてあげられる．

草原面積の減少傾向は兵庫県でも同様で，その面積は

県土面積の約 1％を占めるに過ぎない（環境省自然環境

局（編）　2004）．特に比較的大面積に残る山地のスス

キ草原は，日高町・神鍋山火口付近（豊岡市），上山高

原（新温泉町），東鉢伏高原（養父市），鉢伏高原（養父市），

杉ヶ沢高原（養父市），砥峰高原（神河町），東お多福山（神

戸市・芦屋市）など（兵庫県農政環境部環境創造局自然

環境課　2010），その数はわずかとなっている．これら

の大規模草原はそのものが消失の危機にさらされている
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重要な生態系である（兵庫県農政環境部環境創造局自然

環境課　2010）．加えて，草原は他の生態系と比較して

面積が小さいものの単位面積あたりの絶滅危惧植物数は

非常に高いことが知られており（兼子ほか　2009），こ

れらの大規模草原は兵庫県下の植物の種多様性を保全す

る上でも重要な環境といえる．また草原面積と草原生植

物の種多様性の間には正の相関関係があり（山戸ほか　

2013），種多様性の保全にあたっては，これらの草原は

可能な限り大面積で維持することが望ましい．

大規模面積の草原を維持するための管理方法としては

火入れが一度に大面積を処理できる点で優れている（高

橋　2005）．しかし，兵庫県で火入れが行われている草

原の数は，かつてより火入れが継続実施されている鉢伏

高原，神鍋山火口付近，砥峰高原や，近年に火入れを再

開した上山高原を含めてもわずかである．これらの草原

では，管理の担い手の高齢化や減少などの課題を抱え，

火入れの技術の継承や実施の体制は盤石とはいえないた

め，今後，兵庫県下で行われてきた火入れによる草原維

持の営みの文化が失われる可能性が高い．

そこで本調査では，かつての火入れの実態を明らかに

し，兵庫県内における草原の火入れ文化や大規模な草原

生態系の保全技術を継承に資することを目的として，現

在もなお火入れによる草原管理が継続されている兵庫県

神河町砥峰高原において火入れを実施している神河町川

上集落の古老に対して昭和時代の草原の管理や利用の状

況，集落における農林業の営みについて聞き取りを行っ

たので報告する．

調査地概要

兵庫県神河町砥峰高原は兵庫県の中央部に位置する砥

峰（標高 972.1m）の南方の標高 800 ～ 850 ｍの範囲

に位置している．本地域は，鈴木（1962）の日本の気

候区分によれば中緯度準裏日本気候少雨区に含まれ，冬

季の西高東低の気圧配置が強い場合には降水（降雪）が

あるが弱い場合にはない気候を有する．また坂田（1995）

によれば内陸気候地域（Ⅳ.a1）に属しており，瀬戸内

気候地域と比較すると気温が低く，降水量の多い気候を

有する．砥峰高原の地形は，起伏の不規則性，鋭い稜線

をもつ三角錐状の小丘，低地を埋める花崗岩砂とその表

面の平坦さなど，通常の高原には見られない起伏が特徴

的な，鉄穴流しによって生じた人工地形であって，兵庫

の貴重な自然（地形）のBランクに指定されている（兵

庫県農政環境部環境創造局自然環境課　2011)．現在，

砥峰高原には 90ha のススキ草原が広がっており，貴重

な植物群落 ( 群落複合 ) の Aランクに指定されている

保全上重要な生態系である（兵庫県農政環境部環境創造

局自然環境課　2010)．ススキ草原は毎年 1回，春季に

行われる火入れによって維持されている．当地の火入れ

は 1998 年より一般公開され，神河町の春の観光資源と

して重要な行事となっている． 

砥峰高原のススキ草原は，明治 15 年（1882 年）頃

より放牧地として開発され，維持・管理がされてきた

記録があり（大河内地点自然環境調査団・( 株 ) 新日

本技術コンサルタント　1978），ススキ草原は少なく

ともそれ以前より維持されていたと推測される．現在

は，砥峰高原は，兵庫県立の自然公園である雪彦峰山県

立自然公園の一部であることから（兵庫県ホームペー

ジ　http://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/JPN/apr/

hyogoshizen/park/park_seppiko.html，2016.7.29

確認），その管理主体は兵庫県となっているが，晩秋の

防火帯刈りおよび早春の火入れの実作業は兵庫県より委

託された川上集落が実施している（2016 年 7月現在）． 

調査方法

聞き取り調査は兵庫県神河町川上集落出身で現在も

在住の 2名の古老（以下，Ａ氏とＢ氏と呼称する）を

対象に行った．Ａ氏は昭和 11年（1936 年）生まれで，

昭和 20年（1945 年）の終戦を川上集落で迎えている．

義務教育課程を卒業後，昭和 27 年（1952 年）から左

官業として神戸に移住したが，昭和 35 年（1960 年）

に父の死去により川上集落に戻るものの，再び職業を得

るために神戸に移住されている．現在は川上集落内に住

み，平成 14 年（2002 年）から平成 22 年（2010 年）

まで，とのみね自然交流館に館長として勤務していた．

Ｂ氏は昭和 8年（1933 年）生まれで，戦時の混乱で小

学校 3，4年の頃に学校で炭焼きをさせられた経験を持

つ．32 歳まで専業の炭焼きを職業としており，川上集

落に暮らし続けている．聞き取り調査時は，老人会会長

を務めていた．

聞き取りは平成 24年（2012 年）1月 15日に神河町

川上文化会館にて，聞き取り対象者 2名と川上集落区

長（当時），調査者 3名が同席のもと，自由な対話形式

で 3時間 30分かけて行った．聞き取りでは，調査者が

砥峰高原内のススキ草原の動植物・自然物の利用や，草

原での管理（火入れや刈り取り），集落周辺部での農林

業の営みなどの項目について質問し，対象者は集落での

言い伝えや自身の経験をもとに回答した．聞き取り結果

は調査者による筆記記録にくわえ，IC レコーダーにて

音声を記録した．音声記録は後日文字起こしし，発言者

ごとに発言内容を箇条書きに整理した．聞き取り結果は

発言内容を大きく「草原の管理」「草原の利用」「集落

での農林業の営み」「そのほか」の４つに分けて整理し，

一覧表にまとめた．
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結　　果

聞き取りの発言内容を整理したものを付表に，その概

要を項目に分けて下記に示した．なお，とりまとめにあ

たっては生物の方言名についてひらがなで表記し，読み

替えが可能なものは方言名の後に標準和名をカタカナ表

記で添えた．

　

I. 草原の管理

１）火入れ

火入れは戦前より実施されていたが，戦中は徴兵によ

る青壮年者の減少のため一時中断した．火入れは，終戦

後の青壮年者の帰郷によって再開し，現在まで続いてい

る．

実施主体は川上集落で，火入れは観光化される 1998 

年までは川上集落内に設置された協議会により実施さ

れた．火入れ作業には川上集落にある全戸（約 100 戸）

より 1人ずつ参加した．砥峰高原に隣接する峰山高原

の火入れについては川上集落ではなく小田原集落が実施

した．

火入れの実施時期は現在と変わらないが，火入れの実

施日が固定されていたわけでなく，雪が溶けて 2日ほ

ど好天が続いた後に実施した．実施日は区長と協議会の

役員が天候を見て決定していた．火入れの準備中に雨が

降り，延期になることが何回も起こっていた．火入れ面

積は，現在の砥峰高原の面積の 2倍はあった．

防火帯刈りは，火入れの際に草原に隣接する森林へと

飛び火して延焼しないように草原と森林の境界の帯状に

刈り取る行為である．防火帯刈りは，当時は主に女性が

行う仕事で，火入れを実施する日に作業を実施した．草

原以外に延焼すると消火が大変であり，また他の集落に

も迷惑がかかることから，火入れは全員が真剣に取り組

む行事であった．

延焼防止に使う火消し道具は「ほでくぼう」（写真１）

といい，飛び火した火をたたいて消すもので，現在も用

いられている．「ほでくぼう」は，柄はケヤキ，火をた

たく部分はクズの蔓や稲わらで出来ており，クズの蔓は

適期に刈ったものを使うと 2～ 3年は利用できた．

火入れ管理は茅の利用が停止した以降も続けられてい

たが，その主な目的は山火事防止であり，不審火を予防

するために燃え草となる枯れ草を事前に除去するために

焼いていた．1998 年以降は，火入れが一般公開されて

観光化し，観光資源維持の目的も追加されている．

　

II. 草原の利用

砥峰高原は川上集落の住民にとってなくてはならない

生活の糧であって，屋根葺き用の茅（ススキ），果物，山菜，

薬草，花など様々なものを採集した．

１）茅（ススキ）

ススキを刈り取る時期については，刈り取り解禁日が

11月の第二亥子の日（11月 20日過ぎ）と決まっていた．

刈り取る時期が早すぎるとススキに青い部分が残ってい

るので全部枯れてから刈り取っていた．屋根の葺き替え

は夏にするため，茅刈りはススキが芽吹く春，5月頃ま

で行われていた．

ススキの草丈は，当時は 3mほどあり，大きいもの

では 4mほどあった．また砥峰の茅は屋根葺き用途に

向いていて質がよいと認識されていた．

山開きの日（刈り取り解禁日）には，よく切れるよう

に前の晩によく研いだ鎌とお弁当を持って，家族総出で

ガスランプをつけて夜明け前から草原に行き，ススキの

成長が一番よいところに陣取って日が暮れるまで刈り

取り作業を行った．山開きの日に刈り取ったススキは束

にしてツボキと呼ばれる状態（ススキの束を一つのとこ

ろに寄せて立てて，先をくくって束ねたもの）にして置

いていた．他人と茅刈りで競争となり争いごとになるよ

うなことはなく，盗むことも絶対なかった．山開きの日

にすべてを刈り尽くすことは出来ないため，何日も高原

に通ってよい茅がとれる場所から順番に刈り取っていた．

刈りきれないススキが山焼きの時期まで残っていた．

刈り取ったススキは「おいそ」（他地域では「おいこ」

とも呼ぶ）を使って人の背中に背負って下ろしたり，ス

図１　ほでくぼう
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スキの束をわらでくくり，先を持って草原のてっぺんか

ら引きずって下ろしたりして集落まで運搬した．

茅（ススキ）の利用目的は屋根葺きと炭俵づくりがほ

とんどであった．炭俵に用いる茅以外は屋根葺きに用い

られた．当時は集落の家はどこも草屋根で，年に１～ 2

軒が頼母子で屋根を葺き替えていた．周りの家は屋根を

葺き替える家にお祝いとして茅を２～３カ（「カ」「束」

は茅の量の単位で，１カは 2束分，１束は茅一抱え分

をさす）と酒 1本を持っていった．それでも屋根葺き

に足りない場合は，屋根を葺き替える家の者が茅を刈り

取ったり，人に頼んで茅を作ってもらったりして賄っ

ていた．刈った茅は 1年間で使い切っていた．川上集

落で茅葺き屋根を葺き替えたのは昭和 36年（1961 年）

が最後で，現在も茅葺き屋根の家屋はあるものの，トタ

ンが被せられている．

炭俵に用いる茅は，刈り取った後に家の周りに立てて

乾燥させていた．炭俵の長さは 70cm程度なので，炭

俵に使う際は，3mの茅を 3回折り曲げてからわら縄で

打っていた．4mの茅は太いため，炭俵編みに向かない

根元の太い部分は切り落として先の 3mを使用した．

茅は昭和 35 ～ 40 年（1960 ～ 1965 年）くらいま

では利用したが，それ以降は利用していない． 

２）採集

砥峰高原では茅の採集以外に盆花や山菜，薬草の採集

が盛んに行われていた．盆花としてはキキョウやオミナ

エシが採集され，幼少期に祖母に頼まれて砥峰高原まで

取りに行くこともあった．そのほかみられた草花として

は，ササユリ，なでしこ（カワラナデシコ），あやめ（ノ

ハナショウブ），ウメバチソウ，ヤマツツジ，リンドウ，

ギボウシ類，センブリ，アケボノソウ，オニユリなどが

あった．

山菜など食用として採集したものとして，クリ，くる

み（たにぐるみ）注１，アケビ類，やっしゃぐみ，やま

ぶどう注２，じいちご注3，さがりいちご注4，ナナカマド，

さんきらい（サルトリイバラ），ササユリ（根茎），いつ

き（実）注5，ケンポナシ，ミツバ，セリ，ヨモギ，リ

ョウブなどがあげられたが，これらには草原内だけでな

く森や田畑の周辺で採集したものも含まれていた．アケ

ビは実だけでなく，つるや葉を焙煎してアケビ茶（当地

ではでんでん茶と呼ぶ）として飲用した．アケビは５月

の終わり頃に採集，焙煎して１年分のお茶をつくってい

た．

川上集落は無医村であったため，薬草を採集して怪我

や病気に対処した．薬草としてはセンブリ，オウレン（胃

腸薬として飲用），ドクダミ，ゲンノショウコ，キハダ

（解熱），マタタビ（腎臓の薬として），フキ（傷薬とし

て），いしゃだおし注6 などを利用した．特にオウレンに

ついては集落外の人間が採集したいとたびたび申し入れ

ることがあった．薬草以外ではムカデの油やマムシなど

も薬用として利用した．

採集はもっぱら自家消費のためであり，出荷などはし

ていなかった． 

３）狩猟

狩猟は，主に終戦前後の時期に砥峰高原や集落の周辺

で行われていた．狩猟の対象はウサギやヤマドリ，キ

ジ，マムシ，イノシシであった．ヤマドリやキジは成体

を罠で捕まえるだけでなく，卵を採集して食用としてい

た．罠は「わさ」「わさかけ」とよばれ，罠の種類は「は

ねわな」で鳥が足で踏むと罠にかかるしくみであった．

マムシは体にとてもよいと認識され，食用だけでなく

薬用としても利用されていた．マムシを食用とする場合，

肝は捕獲・解体時にそのまま飲み，皮をむいた身や骨は

きれいに裂いて干して乾燥させていた．乾燥させた身と

骨はもち米と黒豆と合わせて臼でひいてはったい粉にし

て食べたり，茶碗蒸しに入れて食べたりした．

銃猟は，裕福な人（集落で 10人程度）が行っており，

イノシシの追い込み猟をしていた．

４）移動・運搬

砥峰高原までは現在の 39号線が出来る前は，ハタギ

リ橋から入る旧道を使って約 25 分から 30 分で移動し

ていた．

運搬に利用する道具はわらで編んでつくられた前述の

「おいそ」（写真２）で，これに前掛けやドンゴロス（麻

袋），びくなどを入れて山菜摘みなどに出かけていた． 

III. 集落での農林業の営み

１）牧畜

川上集落では多くの家が農耕用の役牛を飼育していた．

財産のある家には牛小屋があった．昭和 30年代ぐらい

から耕耘にトラクターを使うようになり，牛を飼う世帯

は昭和 35年頃には減っていた．

牛は，集落の近くにある牛放し場で放牧しており，牛

は朝放し，晩に連れもどしに行っていた．牛放し場は集

落共有の山で，1番組から 6番組まで分かれており，1

組あたり 15 ～ 16 軒で管理した．牛放し場の中には草

地があり，牛のえさとなるススキのような植物が生えて

いて，放牧時に牛に食ませただけでなく，朝早くから牛

のえさを刈り取りに行くことがあった．牛放し場の入り

口には高さ 2mくらいの棒で丸太を組んだ木戸があり，

ワイヤーでつって開閉していた．牛を放した後は晩まで

山で草を刈りに出かけ，放牧中に牛の見張りをする人は

いなかった．放牧地でも火入れは実施しており，砥峰高

原の火入れと同じ日に，砥峰高原を焼いた後に，それぞ

れの番組で焼いていた．

放牧は昭和 34年くらいまでは行われていたが，その

後は牛放し場はスギの植林地となった．
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２）炭焼き

川上集落にはかつては 100 戸ほどあったが，そのう

ち 70軒ほどが炭焼きに従事し，白炭を焼いていた．

炭焼きにはナラ材を用いており，浅木（サクラやリョ

ウブなど）と雑木，ホウソ（ナラ材）とで価格が違って

いた．材の伐採はノコギリや鉈を使用した．ノコギリの

目立ては砥峰で採集した砥石を使って自分たちで行って

いた．

炭焼きを行う山は一枚場という単位で数えており，一

枚場あたり炭を 300 俵から 600 俵程度生産することが

出来た．山ごとにある古い炭焼窯を炭焼きに使用した．

新しい窯をつくる際には古い窯の焼け土を利用しないと

窯が割れて落ちてしまう．炭焼きを行う者は，古い窯の

ある山を一枚場いくらと決めて山主より借りていた．

炭焼きは一年中行っていた．毎日，朝に材を切り出し，

窯に火を入れて，一晩までに炭を焼く，の作業を繰り返

した．

生産した炭の多くは農協に出荷しており，「秀」「優」

「良」の規格があった．また品評会も開催されていた．

炭焼きは昭和 35～ 36年まで行われていたが，ガス，

練炭，豆炭の普及とともに廃れた．

３）焼き畑

川上集落における焼き畑は，終戦（昭和 20年）前後

の一番物資が乏しい時代に行われていた．焼き畑を行っ

ていた場所は，スギの植林地の伐採跡地で，残っている

枝や切り株などの木をきれいに焼いてから作物の畑にし

た．焼き畑は何軒かで共有していた．

作物はダイコン，ソバ，キビ，アズキなどだった．ダ

イコン畑を2年ほどしたあとに再びスギ植林にしていた．

焼き畑では夜間にシシ番（作物をイノシシから守る監

視）が行われていた．シシ番は主に祖母らが担い，夜に

2～ 3人が交替で焼き畑に出向き，イノシシを寄せ付け

ないように大声でわめいたり一斗缶を打ち鳴らしたりす

る役割だった．アズキがよく食害にあっていた．その頃

はシカによる害はなかった．

IV. そのほか

川上集落の主な産業は明治初期ぐらいからは養蚕業，

林業であった．水田以外の畑は桑畑であった．

戦中には，小学校でも児童が炭焼きを行っており運動

場もハトムギや大豆，芋などの畑となっていたために運

動会も出来なかった．

砥峰高原と川上集落とでは気候，気温が異なっている．

かつては気温が -15℃まで下がったことがある．少しの

雪でも 50cm積もることがあり，中学校時代には砥峰

高原までスキーをしに遊びに行った記憶がある．

まとめ

本稿では兵庫県神河町砥峰高原および川上集落におけ

る戦中から戦後の昭和 30年代後半頃までの，草原の管

理と利用，集落周辺の農林業の営みについて，古老への

聞き取りによって明らかになった内容を整理した．

草原の管理についてみると，現在とかつての管理方法

の共通点として火入れを早春に行っていることが確認さ

れたが，相違点として現在よりも管理面積が 2倍と広

かったこと，防火帯刈りは現在のように晩秋に実施する

のではなく，火入れ直前に実施していたことが明らかと

なった．

草原の利用についてみると，主要な利用目的である屋

根葺および炭俵用途の茅の採集だけでなく，盆花，山

菜，薬草の採集，ウサギ，ヤマドリ，キジ，マムシなど

の狩猟など多様な利用形態が確認された．現在，砥峰高

原では上記のような多様な用途での利用は失われてしま

っているが，早春の火入れの見学客や，秋にはススキの

穂が広がる景観を楽しむハイキング客が多数訪れるほか，

映画やテレビドラマなどのロケ地としての注目度も高

まっており（http://www.kamikawa-kankonavi.jp/

loca/），観光資源としての利用が進められている．近年

では，県内の茅葺き屋根を葺き替える際に用いる茅が不

足していることから，砥峰高原でも屋根葺き用途の茅の

採集が試験的に実施されるなど，かつての利用のあり方

も見直されつつある．

集落周辺の農林業の営みでは，農耕用役牛の牧畜，焼

き畑，炭焼きなどが昭和 30年代後半を境に集落より姿

を消していったことが明らかとなった．特に炭焼きが行

われなくなった時期は国内他地域で炭焼きが停止した時

期とほぼ重なり（養父　2009），プロパンガスをはじめ

とする化石燃料の全国的な普及が主要因と推測される．

本調査で，砥峰高原のススキ草原およびその周辺での，

かつての管理・利用の知識や経験の多くが失われつつあ

ることが明らかとなった．この傾向は兵庫県の多くの大図２　おいそ
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規模草原でも同様と思われ，また当時の状況を知る方々

の高齢化も進んでいることから，他の草原地域でも今回

の調査と同様の聞き取り調査によって，かつての草原と

人との関係を記載し，大規模草原の今後の適切な管理・

利用に必要な知識や経験を伝える取り組みが急務といえ

るだろう．
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本調査にあたって神戸大学大学院院生の永田優子氏に

は聞き取り調査にご同行いただきました．また大山亜紀

氏には音声記録の文字起こしにご協力いただきました．

この場を借りてお礼申し上げます．

注

１）神河町の植物相から，オニグルミと推測される．

２）神河町ではヤマブドウの分布は確認されていない（福岡ほか

（編）　2003）ことから，食用となるブドウ属のエビヅルやサ

ンカクヅル，アマヅルが該当すると推測される

３）じいちごは実が赤いとの説明があり，神河町にみられる食用

となる赤い実をつけるキイチゴ類としてフユイチゴ，クマイ

チゴ，クサイチゴ，ニガイチゴ，ナワシロイチゴ，エビガラ

イチゴが確認されている（福岡ほか（編）　2002）が，推定

することは出来なかった．

４） さがりいちごについては「実は黄色い，金平糖ぐらいの大きさ，

キイチゴ」との説明があり，本地域の植物相（福岡ほか（編）

　2002）からナガバモミジイチゴと推測される．

５）「いつき」はケヤキやミズキ，ヤマボウシのことを指す植物の

方言名だが（八坂書房（編）　2001），本稿の聞き取りでは「熟

れたら赤くなる」とあり，食用となる赤い実がなるヤマボウ

シのことと推測される

６）「いしゃだおし」は「いしゃたおし」「いしゃいらず」「いしゃ

こ（ご）ろし」と同類の植物の方言名であり，ゲンノショウ

コ，ハブソウ，アロエ，キランソウ，ドクダミ，ミヤマフウ

ロ，ミヤマトベラ，エビスグサなどをさす（八坂書房（編）　

2001）．本稿の聞き取りでは，いしゃだおしは「しゅっとし

て葉も大きくない．雑草みたい．」「春に花が咲く」と説明さ

れていることや，ゲンノショウコ，ドクダミは認識されてい

ることからキランソウのことと推測される．

引用文献

福岡誠行・黒崎史平・高橋晃（編）（2002）兵庫県維管束植物目録４．

人と自然 ,　13，131‒184.

福岡誠行・黒崎史平・高橋晃（編）（2003）兵庫県維管束植物目録５．

人と自然 ,　14，111‒162.

兼子伸吾・太田 陽子・白川 勝信・井上雅仁・堤 道生・渡邊園子・

佐久間智子・高橋佳孝（2009）中国 5県のRDBを用いた絶

滅危惧植物における生育環境の重要性評価の試み . 保全生態

学研究 , 14(1), 119‒123．

兵庫県農政環境部環境創造局自然環境課 (2010) 兵庫の貴重な自

然 兵庫県版レッドデータブック 2010　( 植物・植物群落 ). (

財 ) ひょうご環境創造協会 , 神戸 , 217 p.

兵庫県農政環境部環境創造局自然環境課 (2010) 兵庫の貴重な自

然 兵庫県版レッドデータブック 2011　( 地形・地質・自然

景観・生態系 ), ( 財 ) ひょうご環境創造協会 , 神戸 , 94 p.

環境省自然環境局（編）（2004）日本の植生Ⅱ　第 5回自然環境

保全基礎調査植生調査報告書（全国版）. 財団法人自然環境研

究センター , 東京 , 346 p.

小椋純一（2012）森と草原の歴史 - 日本の植生景観はどのように

移り変わってきたのか -．古今書院，東京 , 343 p.

大河内地点自然環境調査団・( 株 ) 新日本技術コンサルタント

(1978) 大河内地点自然環境実態調査報告書 . ( 株 ) 新日本技

術コンサルタント , 大阪 , 208 p.

坂田　正 (1995) 兵庫県の気候．橋本光正 (編 ), 兵庫県の樹木誌 . 

兵庫県農林水産部局林務課豊かな森づくり推進室 , 神戸 , pp. 

384‒388.

鈴木秀夫（1962）日本の気候区分．地理学評論 , 35（5），205‒

211.

高橋佳孝（2005）半自然草原の現状と保全への取り組み．国立公

園 ,　638，4‒7．

養父志乃夫（2009）里地里山文化論 (下 ) 循環型社会の暮らしと

生態系．農山漁村文化協会 , 東京 , 223 ｐ .

山戸美智子・江間　薫・武田義明（2013）近畿地方中部の半自然

草原における面積と種多様性，種組成の関係．植生学会誌 , 

30(2), 119‒126.

八坂書房（編）（2001）日本植物方言集成．八坂書房 , 東京 , 946 p.



橋本 他：砥峰高原ススキ草原戦中・戦後の利用・管理

―  123 ―

  

- 8 - 

 付
表
　
聞
き
取
り
の
内
容
詳
細
一
覧
　
　
　
（
）
内
は
調
査
者
に
よ
る
注
釈
．

大
項
目

中
項
目

小
項
目

発
言
者
発
言
内
容
（
要
約
）

草
原
の
管
理

火
入
れ

歴
史

A
氏

（
戦

中
は

）
そ

の
当

時
は

そ
う

い
う

段
取

り
す

る
若

い
人

が
い

な
か

っ
た

．
学

校
の

生
徒

は
7
0
～

8
0
人

い
た

，
私

が
5
年

生
の

時
に

全
校

2
3
人

．
そ

の
頃

は
事

実
上

な
か

っ
た

と
思

う
．

そ
う

い
う

記
憶

が
な

い
．

戦
争

か
ら

お
父

さ
ん

が
戦

争
か

ら
戻

っ
て

き
て

か
ら

火
入

れ
を

再
開

し
た

．
実
施
主
体

A
氏

火
入

れ
を

イ
ベ

ン
ト

化
す

る
前

は
（

川
上

区
の

）
協

議
会

で
や

っ
て

い
た

．

A
氏

砥
峰

は
川

上
集

落
全

員
，

1
0
0
軒

．
1
番

組
は

2
0
戸

，
林

組
は

3
0
戸

，
4
・

5
・

6
組

で
2
5
～

3
0
戸

，
一

つ
の

家
か

ら
は

一
人

が
出

る
．

B
氏

（
峰

山
高

原
の

草
原

の
管

理
は

）
小

田
原

の
集

落
が

行
っ

て
い

た
．

実
施
日
の
判
断

A
氏

昔
は

雪
が

よ
く

降
っ

た
．

焼
く

時
期

は
今

と
変

わ
ら

な
い

．
雪

が
解

け
た

ら
火

入
れ

て
い

た
．

（
火

入
れ

の
実

施
日

は
）

区
長

を
先

頭
に

協
議

会
の

役
員

で
決

め
て

い
た

．
B
氏

（
火

入
れ

の
日

程
は

）
天

候
見

て
，

2
日

ほ
ど

い
い

天
気

が
続

い
た

か
ら

明
日

し
よ

う
か

と
言

っ
て

し
て

い
た

．
今

は
そ

う
は

い
か

ん
わ

ね
．

B
氏

山
へ

行
っ

て
雪

が
降

っ
て

戻
れ

な
く

な
っ

た
の

を
3
回

ほ
ど

知
っ

て
い

る
．

一
時

に
降

ら
な

い
で

，
砥

峰
上

が
っ

て
し

か
け

た
ら

，
暗

く
な

っ
た

と
思

っ
た

ら
降

っ
て

き
て

焼
か

な
い

で
戻

っ
た

こ
と

も
あ

る
．

決
め

ら
れ

た
日

に
雨

が
降

っ
て

日
が

延
び

た
こ

と
は

何
回

も
あ

る
け

ど
．

防
火
帯
刈
り

A
氏

（
天

候
が

）
穏

や
か

な
日

で
も

火
を

入
れ

た
ら

風
が

す
ご

い
．

今
と

違
っ

て
カ

ヤ
が

茂
っ

て
背

が
高

い
．

カ
ヤ

の
先

が
ポ

イ
っ

と
横

の
山

に
移

る
と

そ
こ

が
火

の
海

．
砥

峰
だ

け
の

火
な

ら
い

い
け

ど
，

他
所

に
移

っ
た

火
を

消
す

の
が

大
変

．
山

焼
き

は
み

ん
な

正
念

入
れ

て
や

っ
て

い
た

．
B
氏

今
は

刈
り

切
り

言
う

て
焼

く
ま

で
に

ぐ
る

り
刈

っ
て

き
れ

い
掃

除
し

て
．

昔
は

刈
り

切
り

は
な

か
っ

た
．

火
付

け
る

前
に

女
の

人
が

刈
っ

て
，

え
ら

か
っ

た
と

思
う

．
火

入
れ

る
の

と
刈

り
切

り
を

同
時

に
し

て
い

た
．

面
積
・
延
焼
防
止

A
氏

（
火

入
れ

面
積

は
）

今
以

上
．

植
林

で
木

が
大

き
く

な
っ

て
わ

か
ら

な
い

が
，

砥
峰

以
上

で
あ

る
．

地
形

も
悪

い
し

．
焼

く
場

所
が

隣
ひ

と
つ

し
た

ら
よ

そ
（

他
の

集
落

）
の

山
だ

か
ら

，
火

が
絶

対
移

っ
て

は
な

ら
な

い
．

そ
れ

が
大

変
．

境
界

を
あ

け
て

，
境

界
の

で
き

る
だ

け
縁

か
ら

焼
い

て
行

こ
う

と
す

る
．

縁
か

ら
少

し
ず

つ
焼

い
て

，
消

し
て

い
く

．
B
氏

砥
峰

高
原

の
今

火
入

れ
し

て
い

る
の

は
，

半
分

く
ら

い
．

今
見

え
て

い
る

の
が

半
分

．
あ

の
倍

ほ
ど

焼
い

て
い

た
．

大
沼

小
沼

（
オ

ノ
マ

コ
ノ

マ
）

，
ユ

デ
と

い
う

場
所

も
焼

い
て

い
た

．
火
消
し
道
具

A
氏

火
を

消
す

の
に

「
ほ

で
く

ぼ
う

」
で

消
し

て
い

た
．

「
ほ

で
く

ぼ
う

」
の

柄
は

ケ
ヤ

キ
，

結
ぶ

の
は

ク
ズ

バ
，

稲
わ

ら
．

風
が

吹
い

た
ら

火
が

飛
ぶ

，
（

飛
び

火
を

）
消

す
の

に
（

ほ
で

く
ぼ

う
で

）
ど

ん
ど

ん
叩

い
て

大
変

だ
っ

た
．

今
も

山
焼

き
の

時
に

は
持

っ
て

い
く

．
蔓

は
時

期
の

良
い

と
き

に
切

る
と

2
年

～
3
年

持
つ

．
全
般

現
在
の
目
的

区
長

あ
と

は
ハ

イ
カ

ー
の

火
を

落
と

さ
れ

た
ら

危
な

い
か

ら
，

（
現

在
は

）
山

火
事

を
防

ぐ
た

め
に

先
に

焼
く

．

A
氏

ハ
イ

カ
ー

が
火

を
つ

け
て

，
す

ご
い

焼
け

た
こ

と
が

あ
る

．
夜

中
中

焼
け

て
，

そ
う

い
う

時
期

も
あ

っ
た

．

実
施
体
制
の
変
化

A
氏

火
入

れ
を

イ
ベ

ン
ト

化
し

て
今

年
(
2
0
1
2
年

）
で

1
4
年

に
な

る
．

草
原
の
利
用

全
般

A
氏

砥
峰

高
原

は
私

た
ち

の
生

活
の

食
糧

だ
っ

た
．

ス
ス

キ
は

集
落

の
屋

根
の

茅
葺

き
，

山
の

果
物

，
山

菜
，

薬
草

，
花

も
全

部
砥

峰
で

採
れ

た
．

茅
刈
り
取
り
時
期

A
氏

(
刈

り
取

り
開

始
日

は
）

1
1
月

の
第

2
亥

の
子

と
い

っ
て

日
が

決
ま

っ
て

る
．

1
1
月

2
0
日

過
ぎ

や
っ

た
．

そ
の

日
か

ら
カ

ヤ
刈

っ
て

い
い

と
い

う
規

約
が

あ
っ

た
．

B
氏

屋
根

替
え

は
夏

に
す

る
か

ら
，

芽
が

出
る

ま
で

の
，

春
，

5
月

頃
（

ま
で

）
に

刈
っ

た
も

の
．

炭
も

朝
早

く
か

ら
行

っ
た

．
山

開
き

は
，

1
2
月

の
冬

至
を

境
に

カ
ヤ

刈
り

に
行

っ
て

も
よ

い
と

な
っ

て
い

た
．

雪
が

あ
り

ま
し

た
．

そ
れ

ま
で

は
入

れ
ず

，
早

か
っ

た
ら

ま
だ

青
い

所
が

残
っ

て
い

る
の

で
，

全
部

枯
れ

て
カ

ヤ
に

な
っ

て
か

ら
．

大
き
さ

A
氏

（
そ

の
頃

の
ス

ス
キ

の
背

丈
は

）
3
ｍ

く
ら

い
，

大
き

な
も

の
で

は
4
ｍ

く
ら

い
あ

っ
た

．
毎

年
火

を
入

れ
て

も
3
ｍ

位
に

な
っ

て
い

た
．

刈
り
取
り

A
氏

（
カ

ヤ
は

1
日

で
刈

り
き

る
こ

と
は

出
来

ず
）

何
回

も
刈

に
行

く
．

そ
の

日
（

山
開

き
の

日
）

に
（

ス
ス

キ
の

成
長

が
）

一
番

い
い

と
こ

ろ
へ

行
く

．

A
氏

3
～

4
日

で
刈

り
尽

く
さ

れ
る

こ
と

は
な

く
，

今
よ

り
も

も
っ

と
も

っ
と

生
え

て
た

か
ら

た
く

さ
ん

．
次

に
え

え
と

こ
，

次
に

え
え

と
こ

か
ら

刈
っ

て
い

く
．

規
約

で
決

ま
っ

て
る

日
が

，
一

番
え

え
所

，
よ

く
伸

び
て

い
る

所
，

一
番

か
り

出
し

や
す

い
所

を
見

分
け

て
い

た
．

A
氏

4
人

カ
ヤ

の
中

に
入

っ
て

，
交

流
館

の
前

の
谷

に
陣

取
っ

て
，

夜
が

明
け

る
と

あ
っ

ち
で

も
こ

っ
ち

で
も

そ
う

い
う

人
が

待
っ

て
い

た
．

自
分

ら
が

一
番

と
思

っ
た

ら
．

1
日

カ
ヤ

を
刈

っ
て

，
そ

の
カ

ヤ
を

1
0
ぱ

い
2
0
ぱ

い
を

束
に

し
て

，
ツ

ボ
キ

言
う

て
一

つ
の

と
こ

に
寄

せ
て

立
て

て
，

先
を

く
く

っ
て

こ
け

ん
よ

う
に

し
て

帰
る

．
少

し
持

っ
て

帰
る

け
ど

，
カ

ヤ
は

ま
だ

青
い

し
重

い
か

ら
置

い
て

帰
る

．
そ

れ
が

私
ら

の
仕

事
．

毎
日

お
ろ

し
て

．
砥

峰
焼

い
て

，
横

畑
を

牛
の

草
の

た
め

に
焼

い
て

，
そ

の
て

っ
ぺ

ん
か

ら
引

き
ず

っ
て

お
ろ

し
た

．
わ

ら
で

く
く

っ
て

，
先

を
持

っ
て

お
ろ

し
て

い
た

．
B
氏

私
の

所
は

何
回

も
刈

に
い

き
よ

っ
た

．
山

開
き

の
刈

る
日

が
来

た
ら

，
そ

れ
か

ら
あ

と
は

何
回

で
も

，
1
回

で
は

刈
れ

な
い

．
ま

た
帰

ら
な

あ
か

ん
し

．
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付
表
　
聞
き
取
り
の
内
容
詳
細
一
覧
　
　
　
（
）
内
は
調
査
者
に
よ
る
注
釈
．

大
項
目

中
項
目

小
項
目

発
言
者
発
言
内
容
（
要
約
）

茅
刈
り
取
り

A
氏

明
け

方
か

ら
行

っ
て

刈
り

取
る

た
め

に
弁

当
を

持
っ

て
行

く
．

お
昼

の
た

め
に

い
ち

い
ち

降
り

な
い

．
時

間
が

惜
し

い
．

カ
ヤ

は
1
1
月

で
は

青
い

か
ら

重
た

い
．

束
を

小
さ

く
し

て
持

っ
て

降
り

る
．

そ
の

時
分

，
3
9
号

線
の

細
い

公
団

道
を

通
っ

て
，

3
ｍ

を
背

負
う

て
，

体
を

こ
な

い
し

て
（

注
　

か
に

歩
き

し
て

）
下

り
よ

っ
た

．
道

が
狭

い
か

ら
．

暗
く

な
る

ま
で

仕
事

は
当

た
り

前
や

っ
た

．
5
時

ま
で

な
ん

て
贅

沢
は

言
う

て
ら

れ
へ

ん
．

A
氏

物
心

つ
い

た
時

期
に

，
親

父
，

母
親

，
お

婆
さ

ん
と

4
人

，
電

気
が

な
か

っ
た

か
ら

ガ
ス

ラ
ン

プ
つ

け
て

，
家

を
4
時

頃
出

て
，

横
畑

の
動

物
の

通
る

よ
う

な
道

を
通

っ
て

，
夜

が
明

け
る

ま
で

良
い

場
所

，
茅

の
よ

く
刈

れ
る

場
所

を
陣

取
る

．
A
氏

だ
い

ぶ
刈

り
よ

っ
た

．
前

の
晩

か
ら

カ
マ

研
い

で
，

よ
う

切
れ

る
よ

う
に

し
て

．
お

い
そ

を
持

っ
て

い
き

よ
っ

た
か

ら
．

残
り

つ
ぼ

き
に

し
て

．
昔

は
す

ご
か

っ
た

ん
や

ス
ス

キ
が

．
A
氏

山
焼

き
す

る
と

き
に

カ
ヤ

が
あ

っ
た

か
ら

，
冬

が
来

て
も

刈
り

残
さ

れ
た

も
の

は
あ

っ
た

．

A
氏

茅
刈

り
で

競
争

に
な

っ
て

他
人

と
も

め
る

こ
と

は
な

か
っ

た
．

あ
ん

た
も

来
と

っ
た

ん
か

と
話

し
て

，
盗

む
こ

と
は

絶
対

に
な

い
．

運
搬

B
氏

（
刈

っ
た

茅
は

）
人

の
背

中
に

背
負

っ
て

お
ろ

し
た

．

A
氏

そ
の

（
注

　
草

原
の

）
て

っ
ぺ

ん
か

ら
引

き
ず

っ
て

お
ろ

し
た

．
（

茅
の

束
を

）
わ

ら
で

く
く

っ
て

，
先

を
持

っ
て

お
ろ

し
て

い
た

．

利
用
目
的

B
氏

屋
根

と
炭

俵
が

ほ
と

ん
ど

で
あ

っ
た

．

屋
根

B
氏

昔
は

ど
こ

も
草

屋
根

だ
っ

た
．

今
の

屋
根

は
瓦

，
ト

タ
ン

で
，

カ
ヤ

屋
根

は
見

る
こ

と
は

な
い

が
，

昔
は

ど
こ

も
カ

ヤ
屋

根
ば

っ
か

り
だ

っ
た

．

B
氏

カ
ヤ

は
出

荷
し

て
い

な
か

っ
た

．
炭

俵
以

外
は

屋
根

に
，

年
に

1
～

2
軒

が
葺

き
替

え
て

い
た

か
ら

，
村

の
「

た
の

も
し

」
と

い
っ

て
屋

根
替

え
し

て
よ

い
1
カ

が
決

ま
っ

て
い

て
，

村
中

か
ら

刈
り

取
っ

て
持

っ
て

き
て

も
ら

う
．

B
氏

だ
い

ぶ
多

い
．

束
を

2
カ

ず
つ

持
っ

て
い

た
か

ら
，

2
束

が
1
カ

．
ふ

た
抱

え
で

1
カ

．
足

ら
な

い
と

こ
ろ

は
屋

根
替

え
す

る
家

で
自

分
の

と
こ

ろ
を

刈
っ

た
り

，
人

に
頼

ん
で

カ
ヤ

を
作

っ
た

．
部

落
の

各
1
軒

か
ら

2
～

3
カ

ほ
ど

持
っ

て
行

っ
た

．
A
氏

川
上

地
区

で
茅

葺
き

屋
根

を
し

た
の

は
昭

和
3
6
年

が
最

後
．

茅
葺

き
民

家
は

ま
だ

あ
る

．
ト

タ
ン

を
か

ぶ
っ

て
い

る
．

A
氏

砥
峰

の
カ

ヤ
は

(
屋

根
葺

き
用

途
に

向
い

て
い

て
質

が
）

よ
い

．

A
氏

屋
根

葺
き

の
家

に
お

祝
い

と
し

て
持

っ
て

行
っ

た
り

．
昔

，
た

の
も

し
的

に
，

1
カ

2
「

わ
い

」
持

っ
て

，
酒

1
本

お
祝

い
し

て
持

っ
て

行
く

と
，

今
度

自
分

の
と

こ
ろ

に
も

し
て

も
ら

う
と

い
う

約
束

事
．

そ
の

年
の

内
に

使
い

切
っ

て
し

ま
う

．
炭
俵

A
氏

持
っ

て
帰

っ
て

家
の

ぐ
る

り
に

立
て

て
，

乾
燥

さ
せ

て
，

そ
れ

を
炭

焼
き

の
俵

に
す

る
．

B
氏

ダ
ツ

の
長

さ
が

，
編

ん
だ

高
さ

が
7
0
c
m
．

A
氏

3
ｍ

の
カ

ヤ
を

編
ん

で
，

炭
俵

が
7
0
ｃ

ｍ
と

し
た

ら
3
m
の

も
の

を
3
べ

ん
折

っ
て

，
1
本

1
本

，
当

時
は

ビ
ニ

ー
ル

が
な

か
っ

た
か

ら
，

わ
ら

を
う

つ
．

こ
れ

を
夜

な
べ

す
る

ん
や

が
，

よ
う

や
ら

さ
れ

る
．

4
m
だ

と
茅

が
太

い
，

ダ
ツ

に
し

て
も

そ
れ

だ
け

太
か

っ
た

ら
，

そ
こ

（
太

い
根

元
の

部
分

）
は

の
け

て
，

上
の

3
m
を

使
う

．
炭

俵
は

カ
ヤ

を
固

い
ま

ま
折

っ
て

，
4
ｍ

く
ら

い
あ

る
と

先
の

方
で

切
っ

て
，

折
れ

る
だ

け
に

し
て

，
ず

っ
と

わ
ら

で
，

な
わ

で
編

ん
で

い
く

．
利
用
停
止
時
期

区
長

昭
和

3
5
～

4
0
年

く
ら

い
か

ら
後

は
カ

ヤ
を

使
っ

て
い

な
い

．

利
用
そ
の
他

B
氏

（
屋

根
や

炭
俵

以
外

に
は

何
に

使
っ

て
い

る
？

の
問

い
に

対
し

）
川

上
で

は
良

い
家

の
塀

の
垣

に
カ

ヤ
か

ア
シ

を
使

っ
て

い
た

．

採
集

盆
花

B
氏

砥
峰

と
言

っ
た

ら
キ

キ
ョ

ウ
，

オ
ミ

ナ
エ

シ
が

ど
こ

に
も

た
く

さ
ん

あ
っ

た
．

よ
う

さ
ん

刈
っ

て
帰

っ
た

．

A
氏

盆
に

な
っ

た
ら

花
を

採
り

に
行

く
．

花
は

売
る

ん
や

な
く

て
，

お
婆

さ
ん

が
盆

の
花

を
と

り
に

行
っ

て
く

れ
と

言
っ

て
一

人
で

採
り

に
い

っ
た

．
（

盆
の

お
花

を
採

る
の

は
）

そ
の

当
時

だ
け

だ
っ

た
．

小
学

校
．

山
菜

A
氏

砥
峰

の
花

は
，

サ
サ

ユ
リ

，
ナ

デ
シ

コ
，

オ
ミ

ナ
エ

シ
，

キ
キ

ョ
ウ

，
ア

ヤ
メ

，
有

名
な

ウ
メ

バ
チ

ソ
ウ

，
ヤ

マ
ツ

ツ
ジ

．
リ

ン
ド

ウ
は

お
客

さ
ん

が
す

ご
い

喜
ぶ

．
ギ

ボ
ウ

シ
，

セ
ン

ブ
リ

，
ア

ケ
ボ

ノ
ソ

ウ
．

山
の

果
物

と
し

て
，

私
ら

が
よ

く
食

べ
た

も
の

は
，

ク
リ

，
ク

ル
ミ

，
ア

ケ
ビ

，
や

っ
し

ゃ
ぐ

み
，

こ
れ

が
う

ま
い

．
ヤ

マ
ブ

ド
ウ

，
じ

い
ち

ご
（

実
は

赤
い

）
，

さ
が

り
い

ち
ご

（
実

は
黄

色
い

，
金

平
糖

ぐ
ら

い
の

大
き

さ
，

キ
イ

チ
ゴ

）
．

サ
ガ

リ
イ

チ
ゴ

は
去

年
食

べ
た

．
ナ

ナ
カ

マ
ド

の
実

は
生

で
食

べ
る

．
さ

ん
き

ら
い

（
サ

ル
ト

リ
イ

バ
ラ

）
の

実
，

も
ち

の
ふ

た
に

し
て

い
た

．
ハ

ー
ト

形
の

葉
で

，
ご

飯
や

も
ち

を
包

ん
だ

り
し

て
い

た
．

実
は

黄
色

の
こ

ろ
に

食
べ

る
と

よ
い

が
，

そ
れ

ま
で

待
て

な
い

の
で

青
い

も
の

も
食

べ
た

．
砥

峰
に

は
サ

サ
ユ

リ
が

す
ご

い
あ

っ
た

．
サ

サ
ユ

リ
の

芋
，

ユ
リ

ネ
が

う
ま

い
．

（
ヤ

マ
ユ

リ
は

）
5
つ

く
ら

い
花

が
咲

く
，

根
が

太
く

よ
く

食
べ

た
．

大
き

な
も

の
だ

と
5
～

6
本

持
っ

て
帰

っ
て

，
す

ご
い

匂
い

が
す

る
．

親
父

に
と

っ
て

来
る

な
と

怒
ら

れ
た

こ
と

が
あ

る
．

オ
ニ

ユ
リ

も
あ

る
が

オ
ニ

ユ
リ

の
ユ

リ
ネ

は
食

べ
な

い
．

今
も

咲
い

て
い

る
と

こ
ろ

あ
る

．
私

が
平

成
1
4
年

に
行

っ
た

と
き

に
は

サ
サ

ユ
リ

は
あ

っ
ち

こ
っ

ち
に

咲
い

て
い

た
．

B
氏

タ
ニ

グ
ル

ミ
．

イ
ツ

キ
ノ

ミ
は

熟
れ

た
ら

赤
く

な
る

．

A
氏

ケ
ン

ポ
ナ

シ
も

あ
る

．
そ

れ
ら

を
持

っ
て

帰
っ

て
き

て
，

兄
弟

で
し

が
む

．
大

人
も

霜
が

降
り

る
こ

ろ
に

は
山

へ
よ

く
行

っ
て

採
っ

て
い

た
．
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 付
表
　
聞
き
取
り
の
内
容
詳
細
一
覧
　
　
　
（
）
内
は
調
査
者
に
よ
る
注
釈
．

大
項
目

中
項
目

小
項
目

発
言
者
発
言
内
容
（
要
約
）

草
原
の
利
用

採
集

山
菜

B
氏

学
校

か
ら

戻
っ

て
も

本
見

て
た

ら
，

親
が

本
読

む
の

は
極

道
や

と
言

わ
れ

て
怒

ら
れ

て
，

畑
や

田
ん

ぼ
で

ミ
ツ

バ
，

セ
リ

，
ヨ

モ
ギ

な
ど

口
に

入
る

も
の

を
み

ん
な

取
り

に
行

っ
て

，
で

も
み

ん
な

が
と

る
か

ら
と

る
も

ん
あ

れ
へ

ん
．

山
へ

行
っ

て
リ

ョ
ウ

ブ
い

う
木

の
葉

を
採

っ
て

た
．

ア
ケ
ビ

A
氏

お
茶

は
，

ア
ケ

ビ
が

な
る

時
期

，
1
ｍ

ほ
ど

に
な

る
頃

に
，

お
茶

の
葉

を
取

り
に

行
く

．
ア

ケ
ビ

茶
（

で
ん

で
ん

茶
と

呼
ん

で
い

る
）

は
，

蔓
を

5
0
c
m
く

ら
い

で
切

っ
て

摘
ん

で
，

押
し

切
り

で
3
㎝

く
ら

い
に

切
っ

て
，

煎
り

釜
で

ゆ
で

る
．

こ
こ

の
小

学
校

で
は

1
年

間
飲

む
お

茶
を

取
り

に
行

っ
て

い
た

．
5

月
の

終
わ

り
頃

か
ら

．
香

ば
し

く
て

う
ま

い
．

釜
に

水
を

入
れ

ず
に

煎
る

．
あ

る
程

度
煎

っ
た

ら
，

む
し

ろ
に

広
げ

て
，

手
で

揉
ん

で
，

乾
燥

さ
せ

て
，

缶
に

詰
め

て
，

1
年

の
お

茶
と

す
る

．
今

の
い

い
茶

は
最

近
．

私
ら

の
小

さ
い

頃
は

そ
の

よ
う

な
お

茶
だ

っ
た

．
（

ア
ケ

ビ
は

）
軸

が
固

い
．

軸
ば

か
り

だ
が

そ
れ

を
茶

に
す

る
か

ら
栄

養
も

あ
る

．
砥

峰
か

ら
ず

っ
と

下
へ

降
り

て
ア

ケ
ビ

取
り

に
行

っ
た

こ
と

も
あ

る
．

自
家
消
費

A
氏

山
菜

等
は

出
荷

し
て

な
い

．
こ

こ
は

無
医

村
で

，
私

ら
は

け
が

し
て

も
医

者
に

は
行

っ
て

な
い

．

薬
草

A
氏

薬
草

は
，

セ
ン

ブ
リ

，
煎

じ
て

飲
む

．
オ

ウ
レ

ン
も

，
こ

れ
ら

は
高

級
な

薬
草

．
自

分
と

こ
で

と
る

だ
け

．
オ

ウ
レ

ン
は

胃
腸

薬
．

ド
ク

ダ
ミ

，
ゲ

ン
ノ

シ
ョ

ウ
コ

，
キ

ハ
ダ

．
キ

ハ
ダ

は
熱

が
出

た
と

き
．

マ
タ

タ
ビ

の
蔓

の
皮

を
む

い
て

乾
燥

さ
せ

て
，

煎
じ

て
飲

む
と

腎
臓

に
効

く
よ

う
だ

．
家

内
が

飲
ん

だ
と

言
っ

て
い

た
．

B
氏

オ
ウ

レ
ン

は
今

で
も

あ
る

．

A
氏

昔
は

他
所

か
ら

オ
ウ

レ
ン

ひ
か

し
て

く
れ

と
よ

く
来

た
．

B
氏

傷
し

て
も

薬
と

言
っ

た
ら

フ
キ

の
葉

を
揉

ん
で

そ
の

汁
つ

け
て

く
く

る
か

，
父

親
が

タ
バ

コ
を

吸
っ

て
い

て
，

昔
巻

き
た

ば
こ

は
な

い
か

ら
，

た
ば

こ
を

傷
口

に
付

け
て

く
く

っ
た

り
．

ム
カ

デ
の

油
，

ム
カ

デ
を

と
っ

て
油

の
中

に
入

れ
て

．
マ

ム
シ

が
良

か
っ

た
．

B
氏

イ
シ

ャ
ダ

オ
シ

と
い

う
草

を
つ

け
た

ら
医

者
で

も
か

な
わ

ん
と

い
う

．

A
氏

（
私

の
指

を
怪

我
し

た
と

き
は

）
お

婆
さ

ん
が

フ
キ

の
葉

で
揉

ん
で

汁
を

か
け

，
板

を
当

て
て

治
し

た
．

A
氏

（
イ

シ
ャ

ダ
オ

シ
は

）
き

れ
い

な
花

で
な

く
，

し
ゅ

っ
と

し
て

葉
も

大
き

く
な

い
．

雑
草

み
た

い
．

そ
う

い
う

葉
で

大
き

く
な

ら
な

あ
か

ん
と

よ
く

お
婆

さ
ん

に
言

わ
れ

た
．

イ
シ

ャ
ダ

オ
シ

や
セ

ン
ブ

リ
も

．
春

に
花

が
咲

く
．

と
も

か
く

フ
キ

の
葉

を
傷

に
巻

く
．

無
医
村

A
氏

こ
こ

は
無

医
村

で
，

私
も

小
学

校
6
年

生
ま

で
は

病
院

へ
行

っ
た

こ
と

な
い

．
熱

が
出

て
も

薬
草

で
治

し
た

．

B
氏

部
落

に
医

者
が

な
い

し
，

歩
か

な
い

と
医

者
に

行
け

な
い

か
ら

医
者

に
い

か
ん

と
．

狩
猟

ウ
サ
ギ
，
ヤ
マ
ド

リ
A
氏

私
，

小
学

校
2
年

生
で

山
ウ

サ
ギ

を
捕

っ
て

い
た

．
昔

は
良

く
い

た
．

山
ウ

サ
ギ

も
ヤ

マ
ド

リ
も

．
砥

峰
で

は
な

い
．

前
か

ら
父

親
か

ら
ウ

サ
ギ

や
鳥

を
と

っ
て

料
理

の
仕

方
を

お
し

え
て

も
ら

っ
て

た
．

蚕
を

飼
う

た
め

に
網

を
間

に
挟

む
針

金
を

外
し

て
，

わ
さ

（
罠

）
を

か
け

た
ら

，
そ

れ
に

大
き

な
や

つ
が

か
か

っ
て

，
そ

れ
が

一
生

私
の

頭
の

中
に

あ
る

．
そ

れ
を

持
っ

て
帰

っ
て

自
分

で
料

理
し

て
，

肉
を

外
し

て
骨

を
金

づ
ち

で
叩

い
て

砕
い

て
食

べ
た

思
い

出
が

あ
る

．
そ

れ
が

や
み

つ
き

に
な

っ
た

．
昔

は
砥

峰
に

キ
ジ

や
ヤ

マ
ド

リ
が

た
く

さ
ん

い
た

．
砥

峰
だ

と
ス

ス
キ

の
中

で
，

わ
さ

（
罠

）
に

よ
く

か
か

っ
た

．
オ

ス
も

メ
ス

も
．

鳥
B
氏

（
キ

ジ
や

ヤ
マ

ド
リ

は
）

昔
は

よ
う

さ
ん

お
っ

た
．

小
学

生
で

も
わ

さ
か

け
に

行
っ

て
い

た
．

朝
早

く
起

き
て

か
か

っ
て

な
い

か
見

に
行

っ
て

か
ら

学
校

行
っ

て
た

．
砥

峰
だ

け
で

な
く

ど
こ

で
も

．
家

の
軒

の
周

り
に

よ
く

出
て

き
た

．

A
氏

砥
峰

で
も

ど
こ

で
も

産
卵

の
時

期
に

行
く

と
，

ヤ
マ

ド
リ

の
メ

ス
が

ど
ど

ッ
と

逃
げ

る
．

そ
こ

に
6
～

7
つ

の
卵

が
あ

り
，

持
っ

て
帰

っ
た

．
小

学
校

の
こ

ろ
は

日
に

2
，

3
回

往
復

す
る

こ
と

も
あ

っ
た

．
A
氏

ヤ
マ

ド
リ

を
わ

さ
で

捕
っ

た
り

，
卵

を
捕

っ
た

り
．

食
べ

る
た

め
．

キ
ジ

，
ヤ

マ
ド

リ
の

卵
．

チ
ャ

ボ
く

ら
い

の
大

き
さ

は
あ

っ
た

．
捕

っ
て

帰
る

と
中

に
は

ヒ
ヨ

コ
に

な
っ

て
い

る
も

の
も

あ
っ

た
．

こ
れ

は
あ

か
ん

と
捨

て
よ

っ
た

．

罠
A
氏

ヤ
マ

ド
リ

の
わ

さ
（

罠
）

は
「

は
ね

わ
な

」
と

い
っ

て
，

木
を

し
わ

ら
せ

て
工

夫
を

し
て

，
鳥

が
通

る
と

，
踏

む
と

ぱ
さ

ん
と

落
ち

て
，

足
を

し
わ

べ
た

木
で

引
っ

張
っ

て
捕

ま
え

る
方

法
．

親
父

か
ら

教
わ

っ
た

．
何

回
し

て
も

か
か

ら
な

か
っ

た
．

う
さ

ぎ
を

捕
っ

た
時

の
針

金
で

や
っ

て
み

る
と

，
首

を
つ

っ
こ

む
が

，
毛

が
引

っ
か

か
っ

て
に

げ
て

し
ま

う
．

ワ
イ

ヤ
ー

を
二

重
に

し
て

す
る

と
，

掛
か

っ
た

．

マ
ム
シ

A
氏

マ
ム

シ
は

す
ご

い
体

に
良

か
っ

た
．

マ
ム

シ
は

何
ぼ

食
べ

た
か

．

B
氏

食
べ

る
し

，
傷

の
薬

に
も

，
マ

ム
シ

を
焼

酎
に

入
れ

て
直

に
死

ん
で

し
ま

う
が

，
そ

れ
を

何
年

も
置

い
て

お
く

．
そ

れ
を

傷
口

に
つ

け
る

と
よ

く
治

る
．

A
氏

マ
ム

シ
の

皮
を

傷
に

巻
く

．
あ

れ
は

熱
も

取
る

．
マ

ム
シ

は
，

山
へ

行
っ

て
マ

ム
シ

が
い

る
と

木
で

頭
を

叩
い

て
，

生
き

て
い

る
ま

ま
皮

を
む

く
．

む
い

て
も

動
い

て
る

が
，

む
い

た
中

に
あ

る
「

イ
」

，
肝

を
男

の
人

で
も

女
の

人
で

も
先

に
飲

む
．

そ
の

ま
ま

飲
む

．
皮

む
い

た
や

つ
は

竹
に

が
い

よ
う

に
，

が
い

よ
う

言
う

た
ら

き
れ

い
に

裂
い

て
干

す
．

身
は

竹
に

挟
ん

で
八

の
字

に
し

て
持

っ
て

帰
る

．
そ

れ
を

乾
燥

さ
す

．
私

が
よ

く
食

べ
た

の
は

，
も

ち
米

と
黒

豆
と

マ
ム

シ
を

乾
燥

さ
せ

た
も

の
を

臼
で

ひ
い

て
は

っ
た

い
粉

に
す

る
．

そ
れ

を
し

ゃ
も

じ
に

1
杯

か
2
杯

ず
つ

食
べ

る
．
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付
表
　
聞
き
取
り
の
内
容
詳
細
一
覧
　
　
　
（
）
内
は
調
査
者
に
よ
る
注
釈
．

大
項
目

中
項
目

小
項
目

発
言
者
発
言
内
容
（
要
約
）

草
原
の
利
用

マ
ム
シ

B
氏

肉
は

な
い

の
で

骨
だ

け
．

私
の

母
親

は
茶

碗
蒸

し
に

入
れ

て
食

わ
し

て
く

れ
た

．
今

の
茶

碗
蒸

し
は

卵
や

ぎ
ん

な
ん

入
っ

て
い

る
が

，
昔

の
茶

椀
蒸

し
は

茶
碗

に
入

れ
て

む
し

て
あ

る
だ

け
．

卵
も

何
も

な
く

て
，

蒸
す

か
炊

く
の

か
，

お
粗

末
な

も
の

し
か

入
っ

て
な

い
．

体
験
年
代

A
氏

（
わ

さ
か

け
を

し
て

い
た

の
は

）
小

学
生

の
頃

．
終

戦
前

後
の

．

銃
猟

A
氏

猟
師

は
昔

か
ら

い
た

．
裕

福
な

人
は

大
概

（
猟

銃
を

）
持

っ
て

い
る

．
1
0
人

く
ら

い
．

山
へ

炭
焼

き
に

行
く

と
シ

シ
の

跡
が

す
ぐ

わ
か

る
か

ら
，

隣
の

お
じ

さ
ん

が
猟

し
よ

っ
た

か
ら

伝
え

る
と

，
そ

の
山

を
囲

ん
で

追
い

込
み

猟
を

し
て

い
た

．
待

ち
場

が
あ

っ
て

，
そ

こ
で

待
つ

と
シ

シ
が

必
ず

出
て

く
る

．
移
動

徒
歩

A
氏

3
9
号

線
が

つ
け

変
わ

っ
て

，
昔

は
「

は
た

ぎ
り

」
の

下
に

あ
る

「
は

た
ぎ

り
橋

」
か

ら
旧

道
に

入
る

道
が

あ
る

．
そ

こ
を

上
が

っ
て

い
た

．
今

の
3
9
号

線
は

平
成

に
入

っ
て

か
ら

で
き

て
い

る
．

ダ
ム

が
で

き
る

ま
で

は
み

ん
な

歩
い

て
た

．
A
氏

草
原

は
私

が
物

心
つ

い
て

か
ら

一
人

で
行

っ
て

い
た

．
3
9
号

線
や

な
し

，
関

西
電

力
の

管
理

道
を

進
ん

で
，

途
中

か
ら

横
畑

を
通

っ
て

，
約

2
5
分

か
ら

3
0

分
で

行
け

る
道

が
あ

っ
た

．
け

も
の

道
の

よ
う

な
道

を
炭

焼
き

や
カ

ヤ
刈

り
に

行
っ

た
，

そ
う

い
う

道
が

あ
る

．
昔

は
集

落
の

下
か

ら
2
0
分

ほ
ど

で
行

っ
て

い
た

．
A
氏

昔
は

若
い

し
，

駆
け

足
で

上
が

る
よ

う
な

感
じ

．
ラ

イ
ト

も
な

し
．

運
搬

道
具

A
氏

行
き

し
は

，
お

い
そ

を
背

負
っ

て
い

っ
た

.
昔

は
こ

れ
（

「
お

い
そ

」
）

が
生

活
の

物
入

れ
で

あ
っ

た
．

ナ
イ

ロ
ン

な
ど

が
な

い
か

ら
．

昔
は

一
枚

一
枚

わ
ら

で
編

ん
で

い
る

．
山

へ
行

く
の

も
畑

行
く

の
も

ど
こ

行
く

の
に

も
持

っ
て

い
っ

た
．

こ
れ

に
荷

物
一

体
に

な
る

と
，

い
ろ

ん
な

も
の

を
入

れ
て

行
く

，
ま

え
か

け
，

ど
ん

ご
ろ

し
（

麻
袋

）
，

な
ど

を
入

れ
て

山
へ

行
く

．
び

く
に

い
っ

ぱ
い

山
菜

を
摘

ん
で

，
ま

え
か

け
に

包
ん

で
，

お
い

そ
で

か
け

て
，

こ
の

よ
う

に
し

て
括

っ
て

，
積

ん
で

，
ど

ん
ご

ろ
し

，
ま

え
か

け
，

山
菜

を
積

ん
で

こ
の

よ
う

に
し

て
山

を
下

り
て

い
た

．
こ

れ
を

必
ず

持
っ

て
い

た
．

今
の

人
は

括
り

方
を

知
っ

と
っ

て
な

い
．

B
氏

昔
は

（
「

お
い

そ
」

の
こ

と
を

）
よ

そ
（

で
）

は
「

お
い

こ
」

と
い

う
．

集
落
で
の
農
林
業
の
営
み

牧
畜

飼
育

A
氏

昔
は

大
概

の
家

で
は

牛
が

玄
関

の
横

に
牛

小
屋

が
あ

っ
た

．
財

産
が

あ
る

家
は

牛
小

屋
が

あ
っ

た
が

，
普

通
の

家
は

玄
関

の
横

に
あ

っ
た

．
あ

れ
だ

け
の

砥
峰

を
焼

い
て

，
そ

の
続

き
で

各
組

に
分

か
れ

て
ず

っ
と

焼
き

よ
っ

た
．

す
ご

い
広

い
場

所
．

A
氏

（
牛

は
）

田
圃

を
耕

す
た

め
（

に
飼

っ
て

い
た

）
．

（
昭

和
3
5
年

頃
は

牛
は

）
減

っ
て

い
た

．
も

う
耕

耘
機

を
使

っ
て

い
た

．
私

は
百

姓
し

て
い

な
い

か
ら

詳
し

く
は

わ
か

ら
な

い
が

．
（

昭
和

）
3
0
年

代
く

ら
い

か
ら

（
牛

か
ら

ト
ラ

ク
タ

ー
に

一
斉

に
変

わ
っ

た
）

．
A
氏

昭
和

3
4
年

く
ら

い
ま

で
は

そ
の

よ
う

な
こ

と
(
役

牛
の

放
牧

）
を

や
っ

て
い

た
が

，
そ

の
後

は
（

放
牧

地
は

）
植

林
に

な
っ

た
．

放
牧
場
所

ス
ス

キ
高

原
は

砥
峰

だ
け

だ
が

，
4
・

5
・

6
番

組
，

1
番

組
，

2
・

3
番

組
，

と
い

う
別

に
牛

放
し

場
が

あ
っ

た
．

1
番

は
，

一
番

奥
の

川
上

集
落

が
切

れ
た

と
こ

ろ
で

3
9
号

線
カ

ー
ブ

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
に

，
牛

放
し

場
と

い
っ

て
木

戸
が

あ
っ

た
．

大
き

な
木

の
枠

で
，

ワ
イ

ヤ
ー

で
つ

っ
て

戸
を

開
け

，
そ

の
中

へ
牛

を
放

す
．

牛
が

カ
ヤ

の
よ

う
な

ス
ス

キ
の

よ
う

な
も

の
を

食
べ

る
場

所
が

あ
っ

た
．

2
・

3
番

は
林

組
，

お
宮

さ
ん

の
ち

ょ
っ

と
下

に
あ

っ
た

．
4
・

5
・

6
番

は
横

畑
に

木
戸

が
あ

っ
た

．
A
氏

砥
峰

高
原

の
ス

ス
キ

が
あ

っ
た

場
所

は
茅

を
刈

る
た

め
の

場
所

と
し

て
あ

っ
て

，
1
～

6
番

組
は

ま
た

別
に

あ
っ

た
.
そ

こ
(
横

畑
）

は
牛

の
放

牧
す

る
場

所
．

そ
こ

に
も

ス
ス

キ
大

き
な

も
の

が
あ

っ
た

．
牛

の
餌

を
刈

り
に

朝
早

く
か

ら
そ

こ
に

行
き

よ
っ

た
．

B
氏

最
寄

，
最

寄
で

牛
を

放
す

と
こ

を
決

め
て

た
．

放
牧
の
営
み

B
氏

組
で

1
5
～

6
軒

，
朝

放
し

て
晩

に
連

れ
に

行
っ

た
．

A
氏

高
さ

2
m
く

ら
い

の
棒

で
丸

太
を

組
ん

で
，

ワ
イ

ヤ
ー

で
つ

っ
て

木
戸

を
閉

め
て

，
晩

ま
で

山
で

草
を

刈
る

．
放

牧
中

に
番

す
る

人
は

い
な

い
．

迎
え

に
行

っ
た

ら
自

分
と

こ
の

牛
は

わ
か

る
．

A
氏

（
現

在
の

砥
峰

高
原

よ
り

）
も

っ
と

地
形

が
悪

い
．

谷
な

ど
が

あ
っ

て
，

簡
単

な
と

こ
ろ

で
は

な
い

が
，

牛
に

と
っ

て
は

極
楽

．
4
畳

半
に

留
め

ら
れ

る
よ

り
，

野
原

で
食

べ
放

題
，

休
み

放
題

．
（

放
牧

場
所

は
）

広
い

か
ら

，
ず

っ
と

（
一

日
中

は
）

食
べ

て
い

な
い

，
暑

い
と

き
は

日
陰

に
い

る
．

放
牧
地
で
の
火
入
れ

A
氏

昼
ま

で
に

砥
峰

，
同

じ
日

に
（

放
牧

し
て

い
る

と
こ

ろ
も

）
火

入
れ

し
て

い
た

．
砥

峰
を

焼
い

て
か

ら
，

そ
れ

ぞ
れ

焼
い

て
い

た
．

横
畑

は
す

ご
い

広
い

所
だ

か
ら

，
よ

く
あ

の
山

を
昼

か
ら

焼
い

た
な

と
思

う
．

勾
配

は
4
5
度

く
ら

い
あ

る
．

植
林
・
牧
畜

A
氏

（
牛

を
放

牧
し

て
い

た
場

所
，

植
林

し
た

場
所

は
）

部
落

の
山

．
川

上
集

落
の

山
．

植
林

A
氏

（
昭

和
）

3
5
年

く
ら

い
か

ら
（

草
地

を
）

植
林

し
は

じ
め

た
．

B
氏

そ
の

頃
は

杉
の

値
が

よ
か

っ
た

の
で

植
林

，
植

林
と

な
っ

た
．

B
氏

峯
山

は
植

林
し

て
い

な
い

．
雑

木
が

大
き

く
な

っ
て

，
ス

ギ
で

は
な

く
ほ

か
の

雑
木

ば
か

り
あ

る
．

炭
焼
き

規
模

B
氏

川
上

は
昔

1
0
0
戸

ほ
ど

あ
っ

て
今

は
7
2
～

3
軒

だ
が

，
う

ち
7
0
軒

ほ
ど

炭
焼

き
し

て
い

た
．

そ
れ

以
外

の
3
割

ほ
ど

の
人

は
，

木
こ

り
，

ほ
ん

一
部

が
役

場
，

農
協

勤
め

だ
っ

た
．
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- 12 -  付
表
　
聞
き
取
り
の
内
容
詳
細
一
覧
　
　
　
（
）
内
は
調
査
者
に
よ
る
注
釈
．

大
項
目

中
項
目

小
項
目

発
言
者
発
言
内
容
（
要
約
）

集
落
で
の
農
林
業
の
営
み

炭
焼
き

材
B
氏

ナ
ラ

の
こ

と
を

ナ
ラ

ボ
ウ

ソ
，

ホ
ウ

ソ
と

い
う

．
ホ

ウ
ソ

で
も

2
種

類
あ

り
，

ナ
ラ

ボ
ウ

ソ
は

肌
の

き
れ

い
な

も
の

．
ホ

ウ
ソ

は
肌

が
粗

い
．

ナ
ラ

と
カ

シ
は

別
，

サ
ク

ラ
で

も
雑

木
は

一
緒

で
あ

さ
木

．
材
の
伐
採

A
氏

当
時

は
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
も

な
い

し
，

の
こ

，
ナ

タ
だ

け
．

の
こ

が
切

れ
な

く
な

っ
た

ら
，

自
分

で
め

す
る

．
砥

峰
の

石
は

川
上

の
人

ほ
と

ん
ど

が
使

っ
て

い
た

．
私

も
親

父
と

一
緒

に
砥

石
を

掘
っ

た
．

掘
っ

た
穴

が
ま

だ
あ

る
．

技
術

A
氏

炭
焼

き
が

上
手

か
ど

う
か

す
ぐ

わ
か

る
．

親
父

た
ち

は
朝

早
く

起
き

て
，

炭
焼

き
の

窯
の

煙
突

を
少

し
ず

つ
開

け
て

い
く

．
そ

の
間

に
木

を
切

っ
て

，
煙

で
焼

け
た

な
，

煙
突

を
ち

ょ
っ

と
下

げ
よ

う
な

ど
を

見
て

る
．

山
の

上
に

上
が

っ
て

，
煙

の
に

お
い

で
焼

け
た

か
が

わ
か

る
．

B
氏

窯
へ

行
く

と
き

，
寒

い
と

き
は

煙
が

上
に

上
が

ら
ず

に
谷

を
這

う
．

煙
の

に
お

い
で

ど
の

程
度

焼
け

た
か

が
全

部
わ

か
る

．

B
氏

（
焼

い
て

い
た

の
は

）
白

炭
．

炭
焼
窯

B
氏

川
上

1
0
0
戸

い
っ

た
時

分
に

，
7
0
軒

く
ら

い
が

炭
焼

き
し

て
い

た
．

山
は

一
枚

場
と

い
っ

て
，

3
0
0
俵

出
る

山
か

ら
5
0
0
，

6
0
0
も

出
る

山
ま

で
大

き
さ

は
決

ま
っ

て
い

な
い

が
，

昔
か

ら
窯

が
あ

っ
て

，
付

近
に

こ
こ

か
ら

こ
こ

ま
で

と
印

が
あ

っ
て

そ
れ

を
一

枚
場

と
決

め
て

借
り

て
い

た
．

ど
こ

で
も

古
い

窯
が

あ
っ

て
，

古
い

窯
の

焼
け

土
が

残
っ

て
い

る
も

の
を

使
っ

て
新

し
い

窯
を

作
ら

な
ん

だ
ら

，
新

し
い

土
ば

っ
か

り
だ

と
割

れ
て

落
ち

て
し

ま
う

．
新

し
い

と
こ

ろ
遠

い
と

こ
ろ

か
ら

古
い

窯
の

や
け

土
を

採
っ

て
き

て
混

ぜ
て

せ
な

ん
だ

ら
割

れ
て

落
っ

て
し

ま
う

．
古

い
窯

の
あ

る
と

こ
ろ

で
一

枚
場

い
く

ら
と

決
め

て
山

の
主

か
ら

借
り

よ
っ

た
．

ど
こ

の
谷

に
も

あ
っ

た
．

営
み

B
氏

こ
こ

ら
は

毎
日

朝
行

っ
て

，
木

切
っ

て
，

持
っ

て
降

り
て

，
焼

け
て

い
る

や
つ

を
抱

い
て

，
火

入
れ

て
，

一
晩

行
く

ま
で

に
焼

け
て

ま
う

．
炭

に
な

る
．

毎
日

そ
の

繰
り

返
し

．
A
氏

朝
，

親
父

は
母

親
が

起
き

る
の

遅
か

っ
た

ら
怒

り
よ

っ
た

．
山

に
は

何
時

に
行

っ
て

，
煙

の
具

合
で

煙
突

を
お

ろ
し

て
，

広
げ

て
い

く
．

谷
，

山
の

空
の

煙
の

に
お

い
で

ど
の

く
ら

い
焼

け
て

い
る

か
わ

か
っ

た
．

早
く

行
っ

て
煙

突
の

幅
を

広
げ

な
い

と
い

け
な

い
．

炭
焼

き
の

検
査

に
き

て
，

開
け

て
，

堅
い

炭
，

い
い

炭
や

と
言

わ
れ

て
，

「
良

」
な

ど
印

が
つ

け
ら

れ
る

．
品

評
会

が
あ

っ
た

．
一

度
品

評
会

で
賞

を
も

ろ
て

喜
ん

だ
事

を
覚

え
て

る
．

A
氏

（
炭

焼
き

は
）

年
中

や
っ

て
い

た
．

雨
が

降
ろ

う
が

雪
が

降
ろ

う
が

火
が

降
ろ

う
が

関
係

な
い

．

品
質

A
氏

炭
も

厳
し

か
っ

た
．

秀
・

優
・

良
と

規
格

が
あ

る
．

検
査

が
き

て
，

俵
の

中
を

見
て

，
浅

木
と

雑
木

，
ホ

ウ
ソ

で
値

段
が

違
う

．
浅

木
は

サ
ク

ラ
や

リ
ョ

ウ
ブ

な
ど

．

販
売

B
氏

（
炭

は
）

ほ
と

ん
ど

農
協

ば
か

り
に

出
荷

し
て

い
た

．
集

落
で

使
う

と
い

っ
て

も
，

良
い

炭
は

み
ん

な
農

協
へ

出
荷

し
て

い
た

．

停
止
時
期

B
氏

私
が

3
2
歳

の
頃

ま
で

炭
焼

き
し

て
い

た
．

夏
冬

な
し

に
他

の
仕

事
せ

ず
に

，
炭

焼
き

を
し

て
い

た
．

2
0
年

の
終

戦
か

ら
1
4
～

5
年

後
の

（
昭

和
）

3
5
～

6
年

頃
ま

で
．

ガ
ス

，
練

炭
，

豆
炭

が
大

き
く

な
っ

て
き

た
．

炭
焼

き
は

え
ら

い
仕

事
だ

っ
た

か
ら

誰
も

し
た

く
な

い
．

う
ち

は
百

姓
で

は
な

か
っ

た
の

で
田

ん
ぼ

は
あ

れ
へ

ん
し

畑
は

せ
ず

に
，

炭
焼

き
一

点
張

り
．

焼
き
畑

作
物

A
氏

（
桑

畑
以

外
に

は
）

ダ
イ

コ
ン

，
ソ

バ
，

キ
ビ

，
ア

ズ
キ

は
「

だ
い

こ
ば

た
け

」
と

い
っ

て
山

で
ば

か
り

し
て

い
た

．
木

切
っ

た
跡

に
．

集
落

の
中

で
ダ

イ
コ

ン
な

ど
は

な
か

っ
た

．
ク

ワ
ば

っ
か

り
で

．
山

焼
き

に
行

っ
て

，
そ

こ
に

ダ
イ

コ
ン

蒔
い

て
，

ソ
バ

巻
蒔

い
て

，
キ

ビ
蒔

い
て

，
大

抵
や

り
ま

す
．

ダ
イ

コ
ン

蒔
い

て
，

び
く

に
入

れ
て

背
負

う
て

，
持

っ
た

こ
と

あ
る

．
林

の
谷

と
，

横
谷

で
大

き
な

山
焼

い
て

，
3
1
名

で
そ

こ
の

山
を

管
理

し
て

，
ダ

イ
コ

ン
作

っ
て

い
た

．
実
施
年
代

B
氏

（
焼

畑
や

っ
て

い
た

時
期

は
）

炭
焼

き
す

る
前

の
頃

．
学

校
受

け
て

間
な

し
に

．
2
0
年

終
戦

の
前

後
頃

．
一

番
物

が
な

か
っ

た
時

代
．

場
所

A
氏

（
焼

き
畑

を
し

て
い

た
の

は
）

ス
ギ

の
植

林
地

（
伐

採
跡

地
）

．
そ

の
あ

と
植

え
込

み
す

る
の

に
，

枝
や

木
切

っ
た

先
が

残
っ

て
る

の
で

，
木

を
焼

い
て

き
れ

い
に

し
て

か
ら

ダ
イ

コ
ン

畑
に

す
る

．
ま

た
2
年

ほ
ど

し
て

ス
ギ

植
林

し
た

．
管
理
形
態

A
氏

何
軒

か
で

共
有

し
て

畑
を

も
っ

て
い

た
．

山
に

畑
も

集
落

の
中

に
ク

ワ
畑

も
持

っ
て

い
た

．

シ
シ
番

A
氏

お
婆

さ
ん

ら
が

シ
シ

の
番

（
イ

ノ
シ

シ
か

ら
作

物
を

守
る

た
め

の
夜

間
監

視
）

に
よ

く
行

っ
て

い
た

．
ア

ズ
キ

は
よ

く
食

べ
ら

れ
て

い
た

．
夜

に
2
～

3
人

で
交

代
で

し
て

い
た

．
そ

の
当

時
は

シ
カ

も
何

も
食

べ
な

か
っ

た
．

B
氏

シ
シ

が
出

て
こ

な
い

よ
う

に
わ

め
き

よ
っ

た
．

A
氏

一
斗

缶
を

持
っ

て
が

ん
が

ん
鳴

ら
し

て
歩

く
．

私
は

行
っ

て
な

い
が

お
婆

さ
ん

が
．

B
氏

私
は

よ
く

行
っ

て
い

た
．

あ
っ

ち
も

こ
っ

ち
も

．
1
カ

所
だ

け
や

の
う

て
．

B
氏

イ
ノ

シ
シ

は
お

っ
た

．
シ

シ
番

い
う

く
ら

い
や

か
ら

．
シ

シ
は

ミ
ミ

ズ
と

っ
て

食
う

が
花

は
食

わ
な

い
．
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付
表
　
聞
き
取
り
の
内
容
詳
細
一
覧
　
　
　
（
）
内
は
調
査
者
に
よ
る
注
釈
．

大
項
目

中
項
目

小
項
目

発
言
者
発
言
内
容
（
要
約
）

そ
の
ほ
か

時
代
背
景

B
氏

小
学

校
が

「
新

中
」

に
な

る
前

，
高

等
科

と
い

っ
て

い
た

時
代

，
3
年

生
の

こ
ろ

か
ら

学
校

で
炭

焼
き

ば
か

り
し

て
，

学
校

に
生

え
て

い
る

木
を

炭
焼

き
し

て
，

な
く

な
れ

ば
山

か
ら

と
っ

て
き

て
，

上
級

生
が

木
を

切
っ

て
，

私
ら

3
年

生
が

手
渡

し
で

窯
ま

で
運

ぶ
の

に
並

ん
で

作
業

し
て

い
た

．
2
年

生
の

時
に

戦
争

，
大

東
亜

戦
争

が
は

じ
ま

り
，

6
年

生
の

時
に

終
戦

．
一

番
も

の
が

な
い

時
代

．
1
年

，
2
年

生
の

頃
は

勉
強

し
た

が
，

3
年

生
に

な
っ

た
ら

運
動

場
で

豆
を

植
え

た
り

，
ハ

ト
ム

ギ
が

流
行

っ
て

，
ハ

ト
ム

ギ
や

大
豆

，
イ

モ
な

ど
を

作
っ

た
．

運
動

場
は

歩
い

て
通

る
道

で
運

動
会

も
何

も
な

い
．

主
要
な
産
業

A
氏

川
上

は
昔

，
明

治
初

期
く

ら
い

か
ら

蚕
，

木
挽

き
が

主
な

仕
事

だ
っ

た
よ

う
．

田
圃

以
外

の
畑

に
は

桑
の

木
ば

か
り

．
ど

こ
も

畑
は

桑
．

そ
の

ク
ワ

に
よ

く
穴

が
あ

い
て

，
シ

ジ
ュ

ウ
カ

ラ
，

ヤ
マ

ガ
ラ

が
桑

に
巣

を
作

っ
て

い
た

．
そ

れ
が

捕
り

た
く

て
．

部
落

中
そ

う
ゆ

う
こ

と
し

て
い

た
．

環
境

雪
A
氏

（
川

上
）

集
落

と
上

（
砥

峰
高

原
）

で
は

気
候

が
違

っ
た

り
，

気
温

が
違

う
．

昔
は

-
1
5
℃

ま
で

下
が

っ
て

た
．

ち
ょ

っ
と

降
っ

て
も

5
0
㎝

積
も

る
こ

と
も

あ
る

．
A
氏

昔
砥

峰
に

ス
キ

ー
し

に
遊

び
に

行
っ

て
い

た
．

中
学

校
入

っ
て

か
ら

．
ス

キ
ー

と
言

っ
て

も
竹

を
四

つ
に

割
っ

て
，

2
本

ず
つ

併
せ

て
長

靴
の

入
る

ベ
ル

ト
で

括
っ

て
作

っ
た

も
の

．


